
演習プリント

定積分 月 日 名前

定積分  のとき 

原始関数  ( 、  は積分定数)

区間

対称な区間  が奇数なら 、偶数なら 

絶対値  なら 、  なら 

解き方と練習問題
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次の定積分を求めよ。

(1) (2)

2

​(x −∫
−2

1
2 2x) dx ​(x −∫

1

2

1)(x − 3) dx

 を求めよ。
3

​(x +∫
0

2
2 x) dx + ​(x +∫

2

3
2 x) dx
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直線上を動く物体の  秒後の速度が  (m/s) である。

(1) 速度は位置を時間で微分したものである。  秒後の位置を  とし、  として  を求め

よ。

(2)  から  までの間、物体は向きを変えない。この間に進む道のりを求めよ。
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(1)  なので 。  より 、

(2) 向きを変えないので、道のりは  m。これは  と同じ
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